


はなかったので。でもサテラインで考え方を
学んで、それを基に進めていくと必然的に解
けるようになっていきました。どういう知識
が必要かとか、どういう考え方をするかとか
を整理してくれていることを、復習するとき
にすごく感じました。

為近先生の物理は、道具が少ないのが良かっ
たよね。いっぱいアイテムを持ちすぎて使う
時に選ぶのに困るのではなくて、いつもこの
やり方っていう感じ。だから、覚えることも少
なくて、試験での再現性が上がったと思いま
す。

僕は漆原先生の物理。物理は自分でずっと予
習をしていて、定期考査も余裕だったんです
けど。でもサテラインで受けたときに、すごく
分かりやすいと思って。今まで全然できてな
かったなって感じました。考え方が改まった
感じで。そのおかげで入試問題も対応できる
ようになっていった感じです。あと、荻野先生
の数学は面白かった。もとからACクラスライ
ブ（高1・高2ハイレベル数学）の授業での数学
で基礎はできているから、サテラインで応用
問題が結構出てよかった。

荻野先生の数学は「こういう問題がきたらこ
の解き方を」みたいなのがけっこう手厚い気
がする。

そう。それをクセ強く言うから真似をしたく
なる(笑)

僕は、高2で船口先生の最強の現代文と、富田
先生のハイレベル英語。高3からは為近先生
の物理、西村先生の化学、東大理科数学、東大
英語を受けました。中でも富田先生の英語が
良かった。それまで、英語って国語と似た感じ
で捉える先生が多いなって感じだったんです
けど、それがいまいちよく分からなかったん
です。いつも、なんでその答えになるの？って
思っていたんですけど、富田先生の授業は
違って。なぜその答えになるのかを証明して
くれる感じで。ちゃんと理由があるんだって
納得して進んでいける感じだった。

感覚でいかずに、頭をうごかして考えるみた
いな感じだったよね。

そう！パズルみたいな感じ。感覚でいこうと
すると、自分にはその感覚がないから(笑)。す
ごく合ってました。
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